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【概要・目的】
北海道東部に位置する厚岸湖・厚岸湾は、人為的開発の
影響の少ない良好な水場が残る。ラムサール条約にも畳
録され、その重要性も認められているが、近年、地球温暖
化と関連する生態系の変動の兆候が指摘されている。本
研究では、厚岸湖・厚岸湾の水蟻において、主要な生態系
を構成する景観要素である干潟、岩礁潮間帯、薫場を対
象に、その広域分布を把握する。衛星画像デー夕、航空写
真、小型係留気球等の複数の異なるデータを用い、得られ
た各データはGIS上でデータベース化され、統合解析を行
うことで、主要景観要素の空間配置、連続性および動態を
明らかにし、今後の地域社会の沿岸利用計画作成に向け
た基礎資料を提供する。
【広域情報データベースの基盤整備→活用】
野外観測データ
【広域スケールでの空間情報】
衛星画像からの蓮場分布情報の抽出
【厚岸湾・厚岸淑の主要景観】
効果的な保全・再生計画
干潟 磯（岩礁潮間帯）
アマモ場
【研究拠点】
①北海道大学北方生物園フィー
ルド科学センター 厚岸瑠潟実験所
圏内で唯一の寒流域にある臨海
実験所
②厚岸町水鳥観察館
ラムサー ル条約登録湿地である厚
岸淑・男lj寒辺牛湿原の保全や持続
的利用のための翻査研究やモニタ
リング等を行う拠点施設
【藻場・局所スケールでの空間情報】
気球による沿岸生態系の空間動態の観測
I ' I N 
0 1.25 2.5 5キQメー トル f,. 
厚岸湖 アマモ場萄素分類結果 ’、
(2008年5J:l21自のALOS函像から
最尤法教邸付き分類）アマモ場被度・力Jト型イブ
I I l1b1t聞・－”.，アマ.繍
現場情報を統合し，情”赤の 1・・竺？？－
練度比から植生を分類 川「 ぷ J
I＇’ l N 
0 1.25 2.5 5キロメートル J. 
濁りの輝度の遠いにより ，《
湖肉を層化
→頭素の分類・解析
I ~ ~ ~ I 
【展望】
沿岸域の生態系機能、生物多様性の保全・維持のための空
間情報の提供
｝＞海洋保護区、資源利用区の面積や空間配置、設置期間等
に関する提言
》沿岸生態系の機能の変動を示す生物指標種の選定
－持続的な沿岸環》データの一般公開による啓発、環境教育への利用 ー！境利用のめ、yー ル
＋母、指針として
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白鳥飛来の経時変化（厚岸水鳥観察館）
湖内の結氷＝今
①白鳥個体数の減少＋②分布の制
結氷工リア
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